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思考体制は通常考へられてゐるよりも遥かに知覚体制

と類以性があるとは形態学派の人々が張く主張する所で

ある。形態把握は勿論錯観、反聴図、儀現運動、平面図

形の立体説等、知覚が刺戟そのものの構造や有機体の生

理的像件習慣心構等体験の全体性場の構造に依て規定せ

られるとの此の派の主張は、幾多のすぐれたる業績と共

に我々を首肯せＬめる。 此の論文｛ｒま定言三段論に於いて

も、かかる全体的雰囲気、即ち問題の構造や人間の心雛

感情に依て左右されるものはないか 叉もしあるとすれ

ばそれはどの様な程度であるかその一端を明にせんとす

るものである。

（二） 研

　

究

　

方

　

法

被験者は何れも学生で第一群第二群共に比較に便なる

様各６０名を求めた 之等の学生は全く論理学の授業も受

けてはをらず叉その知識を全く欠く者ばかりで、而も＝略

同質と考へられる学生である。 テスト時間は２５分を標準

としたが、時間は短かすぎることばなかったｏ

　

両群同時

に叉一時にテスト出来なかったが、その篤に問題が事前

にもれて研究し合った様子はない）もっと多くの被験者

が欲しかったのであるが、．授業の関係其の他で意に委せ

なかった。

　

問題は第一群に対して定言三段論法に於ける正しい前

提より正しい結論、正しい前提より譲れる結論、譲れる

前提よりする譲れる結論の三様の結論を示し正誤夫々７

問提出して、正しいと．考へるものにはＯＥＰ、諜であると

するものにはｘ印をつける様教示を典へた。 筒目的に就

いては何等ふれる所なく、叉年令性別以外は記入せずと

もよいか、最大限正直且員面目に答へて欲Ｌいと要求し

　　

　　　　　　

　

第二群に対しては第一群と同じ問題であが結論を示さ

ず彼等にミ故にミの次に結論をかいて推論を完結せしめ

る様、叉二つの前提から何等結論を得ることが出来ぬも

のにはｘ印をつけ、分らないものは無態答にしておくよ

う教示を翼へたつ

　

問題は次のヱ４個である。

（Ｌ） すべての正直者は信用出来る。

　

彼は正直者である。

　

故に（彼は信用できる。）

（２） すべての△がＢである。

　

すべてのＳがＡである。

故に（すべ｛のＳはＢである。）

（３） すべての生物は死ぬ。

　

石は死なない。

　

故に‐（石は生物でない。）

（４） すべての動物は生物であるつ

　

すべての人は動物である。

　

故に（すべての人は生物である。）

（５） すべての人は死ぬ，

４４
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学

すべての英雄は人である。

故に（すべての英離は死ぬ。）

く６） すべのＡはＢである。

すべてのＰがＢである。

故に（すべてのＡはＰである。）

（７） すべての人命財産を損うものは不生産的である。

戦争は人命財産を損う。
故に（戦争は不生産的である。）

（８） 犬は動物である。

猫は動物である。

故に（猫は犬である。）

（９） 西洋諸図は文明国である。

西洋諸国ではダンスが盛である。

故に（ダンスの盛な図は文明国である。）

（ｌｏ） すべてのＭはＰである。

すべてのＳはＭでない。

故に（すべてのＳはＰである。）

（１ー） すべてのＳはＰでない。

すへてのＡはＳでない。

故に（ＡはＰである。）

（１２．） すべての
ＡはＢである。

すべてのＡはＣでもある。

故に（或るＣは Ｂである。）

（１３） 或る日本人は学者である

すべての旭川人は日本人である。

故に（すべての旭川人は学者である。）

（１４） ある人は賢い。

ある人は愚かである。

．故に（或る愚な人は賢い。）

第二群に対しては括弧の中の言葉をぬいたのである。

言定三段論法正誤すべての形式に就いてテストを－挙に

行うことは不可能であり、被験者がどの程度かかる推論

を進め得るかに就いての予備知識もない事故、はじめは

出来るだけ容易な且具体性をもったものを多く出し・推

論の形式としても同一格の同一形式を重用した。

（１） は第一格で大前提全称肯定小前提特称肯定結論特

彩縮肯定なる故正。

（２） は第一格前提はすべて全称肯定、結論も全称肯定

であって正。

（３） は第二格大前提全称肯定小前提肯称否定で結論は

特称否定である敵正。

（４） は（２）と格も全く同じであるが、（２）が主辞も賓

辞も全く無意味無性格的な記号である。

（５） は（４）と全く同じ。

く６） は第二柊従って前提の一つが否定でないと立論の

　

甑

　　　

・ 昭和２５年８月

根拠かない故前提に於いて既に誤あり結論も誤りであ

　

る。

　　　　　　　　　　　　

．

（７） は第一格ですべてか全称肯定であるからく２」 ４）

（５）と同じであつて正。

（８） は第二格で所謂媒概念不周延の誤、前提に於いて

既に誤がある。

（９） 第三格、結論は特称肯定でなければならぬ故結論

に於いて誤あり。

（ｌｏｊ

　

第一格、小前提は肯定でなければならぬ故前提に

於いて誤あり。

（１１） Ｌ
一つの前提共に否定であるから、その前提からは

何等の結論を得ることは出来ない。

（ー２） 第三格而提とも全称肯定で結論が特称肯定である

から正っ

（ヱ３） 第一格ではあるか煤概念不周延であるから前提に

於いて誠に誤

（ー４） 第一格であるが両前提共特称であっては蝶概念不

周延となり前提に於いて俄に誤）

（三） テストの結果

　

テストの結果は第一群のは第一表、第二群のは，第二表

の通りである。百分比の小数は必要なしと考へ切捨或は

切上げた。
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第六問の奥へられた結論が誤りであるのに之を正しい

と謬ったものが実に６３パーセントあり、更に最初之を正

しいと誤ったが後にそれと気付いて訂正したもの１８名の

多きに上る，若し最初の判断をとるなら９３パーセントの

ものが謬ったこととなる

　

次に第七問の成績が悪く之は

第一格のすべてが全称肯定である第二問第四間第五問と

同じ形式であるのに本間のみが何故悪いかが問題であ

る。次に第十二問は正しい結論を示してあるのに之を誤

とあるものが２５パーセントある。次に篤十一問の１５パー

セントが日立つ。 第二問と第四間が同じ形であるのに一

方はー０バ「セントの謬一方は謬皆無であること、叉第六

４５
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ＧＡ

間と第八問は同じ形でありながら一方では６３パ←セント

の謬他は殆ど謬なしである。ー４問の中前牛に一つの誤を

示しておき後半に一つの正しい結論を示したのである

が、この蔀置そのものはそれ程重要な影響を奥へておら

ぬと見てよく、被験者の鰍答が前半後半殆と同数の謬を

示してゐる。

第

　

二

　

表

一見直ちに第一群の成績に比し第二群のそれは著しく

低いことに霜附く。就中第二問第五問第十問第十二問が

目立つ。此の中に於いて第六問のみか逆に第二群の成績

が第ー群のものよりもよく、叉第十二問に於いて第二群

の成績が特別悪くなってゐることに注意が惹かれる。 第

一群の成績同様第六問第十二問の成績が悪く、次いで第

十問第二問となってゐる。

第二問の誤では、 すべてのＳがＢ であるとすべき所

を、Ａが・Ｂである、 ＢがＳであるとするもの結論なし

とするものＳがＡであるとするもの等である。 第三問

の謬は少いかそれでも生物は死ぬ、とか結論はないとか

石は死なない等の答が見受けられ、第四間の如きも、人，
は動物である、人は死ぬ或はｘ印をつけて結論づけられ

ぬ等答へる。第五問でも誤謬の形は矢張ｘ印しか人は死

ぬである。・第六問の謬りはＰがＡであるの答が圧倒的

に多く、２０名、ついでＡはＰであ・るとするもの９名其の

他ＢはＡである或は Ｂ はＰであるとの答である。第

七問の誤となったものは主として形式上であって、故に

戦争は縦対さくべきであるとか、戦争はいやだとかの答

である。・第八問では犬も猫も動物であるとか猫も犬も同

様であるとの答が１ー名である。第九問の謬には、故に我々

もダンスをやらねばならぬとか故に日本も文明国である

とか、女明園ではダンスが流行するとの答である。
’第十

問ではすべてのＳは Ｍでないと全称否定したりＳはＭ

でないとかいう謬が１０名、ＰはＳでない、或は ＭはＰ

であると．する謬等である，第十一問では両前提が共に否

定であるから、 何等の結論が出ないにもかかわらず、Ａ

はＰにあらずとの全称否定の答が”名で一番多い， 次

に正答皆無の第十二問であるがすべてのＢはＣなりと

するもの７名叉之に準すべきＢはＣなりとするものｉ７

ＧＡＫＵＧＥＩＥＩ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ａｕｇ．１９５０

名、すべてのＣは Ｂ なりとするもの”名、ＡＢＣみな

同じとあるもの２名である。結論なしと謬ったもの１６名

ある。 勿論 Ａは ＢなりとかＣはＡなりとかの答もあ

る。 第十三問の謬は学者になれる日本人は学者が多い中

には旭川人は学者であるとしたものもある。第十四問の

誤の中に敵に耽会組識が成立つとか人に賢愚ありとした

ものある。

　　　

′

（四） 結 果 の 解 離

　　　　　　

　
定言三段論法の港論と云う如き簡単且無感情的と，熟ま

れるものに何故に上記の誤謬を冒すか。 かうした思考法

そのものの学習をせず、論理学上の知識の無いことがそ

の最大の原因であることは論ずるまでもない事である

が、たとヘ無智にもせよ、何如かくの如き謬をするか叉

そこに何かの傾向が見られる様である。 誤謬のもっとも

甚しい第六問第ヤニ間では大前提小前提共に全称肯定で

ある場合であるか結論は前提通りすべての……はと全称

で継ろうとする， 第一群第六問では殆とすべてのものが

此の誤謬を一度は冒してゐるので、後に謡と気付いたの

も第八問の猫は犬であるとの結論からであると述べてゐ

た被験者が数人あった。更に第十二問は特称の正しい答

が示されてゐるにかかわらず第一群では２５パーセントの

ものが之を否なりとＬ第二群では明瞭な特称をもって・し

たものは１名もなく殆とが全称”肯定をもってする謬を冒

している。第二格或は第三格に於ける此の謬はすべて第

一格のすべてが全称肯定をもってする所に惑はされるも

ので正に知覚領域に於けるザルデソの平行四辺形或はミ

ュラーライヤーの錯規アリストテレスの錯触にも比すべ

く或は運動硯やケーラの平面図形の立体観の如く、場や

体験、問題の構造とそのものの全体性に規定せられて生

ずる錯覚の如きものと老へられる。次に両前提共に否定

である時何等結論が導き出されないにかかわらず全称否

定の論を導き出さぅとす、る傾向の存在も第十二問の結果

に依て示される所であり之も問題の全雰囲気から結果す

るものである。

　

第二問第四間第五問第七問と同じ形式でありながら第

一群に於いても第二群に於いても、何故夫々異つた結果

を示すのであるか。 第二問の著しい悪い成績は他が人と

　　　　　　　　　　　　　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．
か動物とか、戦争とか経験の裏付けある有意味概念が主

辞や賓辞となってゐるに対し第二問のそれは全く無意味

無性格の単なるＡ．Ｂ と云うが如き記号である所にその

原因がある。 我々の劉断は具体物にはじまり具体性を失

って抽象的になり記号的になるに従って謬る可能生もふ、

えて来る。 第六問と第八問は全く同じ形式でありなが

ら、其の結果驚くべき相違を示してゐることも同様に解
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第
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釈される。．叉同様有意味経験的な概念を用いてゐる第四

間第五問第七問の差、就中第七問の謬の比較的大きいこ

とば何に帰すべきであるか。 その謬の原因は第二群の誤

によく見られる。 即ち戦争はいやであるとかさくべきで

あるとか纏い感情や希望霜樽によって・なまぬるい三段

論法の論理を飛躍したためである。之と同様な誤謬は第

九問並第十三問第十四問にも見られる。 我々もダンスを

しなくてはならぬとか女明図ではダンスがはやる等の結

論の出て来る所以のものは学生間に方きける最近の ダン

ス熱であり第十三問の学者になれる等の答或は第十四問

に対する敵に蔵会組識が成立つ等の結論は、純粋に客観

的に推論せず被験者の願望瞳見のため推論が歪められた

ものである。我々の日常生活に於いてもその場の雰囲気

や主観的な気構によって、客観的には同一な言葉や事象

を、時によって薄しく違った意鳴こ解することは誰しも

経験する断であ鬼。 推論の進め方はあくまで客観的に行

はれ、気分や情緒に歪められないことが望ましいのであ

るが、実は中々容易なことではないのである，
第一表と第二表と比較して第二群の成績が一般的に見

て悪いことが分ったが之はたと′、おぼろげに結論が分っ

た場合であっても、之を表現することはや▲困難である

のと、誤りの結論まで示してある場合は、前提に誤りが

あり＼それから何らかの結論を導き出そうとするより容

易であることを物語るものである。筒第六問に於いては

此の一般的な傾向に反しそ第二群の方が第一群よりや

良好な成績を示してゐるが、容易に結論の見出せぬ様な

困難な問題にあっては、もっともらしい誤の暗示は、何

らの暗示のない場合より反って誤った推論を導く傾向を

示す。 叉逆に第十二問に於いては第二群は第一群に比し

著しく成績が悪いが之も同様容易に結論を見出し得ぬ困
難な問題こあっては何らの結論を示されてゐない場合よ

り、正しい暗示によって正しい推論の，導かれることを示

す。 即ち困難な問題にあってはもっともらしき誤の暗示

も正しい暗示も共に推論の正誤に大きな影響を及すもの

であることを示してゐる．次に誤り一般について気付く

ことは、何ら推論を進展せしめることなく既に提出され

てゐる前提を反復する傾向の存在することである。 第二

問に於けるＡがＢである、ＳがＡである等の答、 第三

問の生物は死ぬとか第四に人は動物であるとか叉第六問

ではＢがＰであるとの答第八問の犬も猫も動物である

とか其の他之に類する前提の単なる反復を結論としてゐ

る場合が実に多いのである。 かくして第一群に於いて猫

は犬であるの結論を承認するものあることも肯ける訳で

彼は猫と犬とは共に動物であるの意味に解してゐるので

ある。第六問第十二問或は第十一問の如き知覚領域での

聾
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ゴットチャルトの形態結合の如きもの、前提の反復は反

轄図の如きものと考へられる。

　

知覚の成立は体瞭或は場の全体性に依存する如く推論

の領域に於いても全体性に規定せられる。平茶椀で飲む

葡萄酒と美しいコップで飲むそれと、ハイキングの山頂

で飲むそれは夫々趣の違った味がする。、同じくミ根 と

言う女字に接しても習慣や心橘の夫々 異なる植物学者、
数学者、歯医者は夫々違った意味に之をとるであろう。
之等はすべて知覚も思考も全体的な雰囲気類機等に左右
されることを示すものである。

（紙） 結

　　　

語

　

本テストに依て比較的習慣や情緒，偏見雰圃類等に煩さ

れることなく客観的に進められると考へられる定言三段

論法に於ける推論に於いても知覚領域と同じく全体性に

著しく規定きれ、而もそこには一定の陥りやすい傾向の

存在することも＃産め得た。 即ち第一格以タトの場合に於い

ても二つの全称肯定の前提からは全称肯定の導かれやす
いこと、結論の出ない二つの全称否定の前提からは全称

否定の結論を導きやすいこと、具体性を喪い抽象された

ものになる程その推論に謬りの生じやすいこと、被験者

の強い情緒や願望が推論を飛躍せしめること、非常に困

難な問題にあっては、正しい或は誤った暗示が大きな役

・割を演じ且推論を進捗せしめずに徒に既定の前提を反復

する傾向の存することなどそれである。

　

我々 は日常の現実的な諸問題、政治的経済的冠会的諸
問題に就いて主観に左右されることなく最大限客観的に

解決することを迫られてゐる。 然るに形式論理の推論に

於てすら、か る影響を免れぬとすれば、はるかに行動

的実践的感情的である上記諸問題に於て，、而もその内容

の甚だ不明瞭な抽象概念を使用することとて、甚しい偏

見臆測習慣気榊によって左右されることであろう。 民主

主義の名に於て全然非民主的な行動を敢てして怪しまぬ

場合も起り得る。 従来論理学に於いては、形式的の贋簾

の判別分析は微に入り帝閃を穿ってゐるが、推論の心理学

的研究の分野は未だ開拓されること少く而も稔の少い領

域である。併し我々は力戦る領域に向っても研究の歩を

進め度いのである。
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